
 

 平成 28年度 学校評価報告（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①各教科・科目の学

習到達目標を設定

し、生徒学力調査

等で定着度の検証

を行う。 

②生徒の学習意欲や

探究心を高める組

織的な授業改善に

取り組む。 

③学校行事を一層充

実させ、生徒の主

体的な行動の促進

を図る。 

②ＩＣＴ利活用及
びアクティブ･ラ
ーニング型の授業
の充実を図るとと
もに研修会を実施
する。 
③生徒の主体的な
関わりによる学校
行事の一層の活性
化を目指す。 

②すべての教科でＩＣＴ利
活用及びアクティブ･ラー
ニング型の授業の公開をす
すめ、研究授業を実施す
る。 
③生徒の委員や運営希望者
等による学校行事への積極
的な参加を求め、行事運営
に携わらせる。 
 

②生徒による授業評価の項目
１「教材が工夫されるなどし
て、取り組みやすい授業であ
る。」または項目４「授業
中、生徒同士で話し合う機会
や意見などを発表する機会が
ある。」における３，４の回
答率が前年（3.15、2.91）よ
り多くなったか。 
③行事後のアンケート等では
どの程度の満足度であった
か。 
 

年度当初に、教育活動に利活用でき
るＩＣＴの研究やＩＣＴを利活用した
授業方法の研究紹介およびＩＣＴ導入
計画の提案などを目的としたＩＣＴ利
活用研究プロジェクトチームを立ち上
げた。 
 第１回生徒による授業評価の結果分
析を踏まえた、各教科の課題解決に向
けた研究授業を 11 月にアクティブ･ラ
ーニングの視点に基づく授業をテーマ
として教育活動公開を行った。その結
果、「授業評価」の項目１は１回目が
3.23、２回目が 3.29、項目４は１回目
が 3.16、２回目が 3.18といずれも昨年
度の値を上回った。 

ＩＣＴの利活用やアクティブ･ラーニン
グの手法の有用性は十分に理解できたの
で、さらなる利活用の研究や手法の研修
を進めて行きたい。また、毎年 11 月に行
っている研究授業は上記のＩＣＴ利活用
とアクティブ･ラーニングの視点に基づく
授業をテーマとして、各教科で課題解決
に向けた研究授業を実施し、中学校との
交流を深め、互いに刺激を受け合い授業
改善を図りたい。 
 生徒による授業評価の結果分析につい
て、教員個々より改善レポートが提出さ
れているが、教科として課題解決のレポ
ート作成を推し進めたい。 

 魅力と特色ある県立
高校づくりのアンケー
ト調査では、生徒の学
校に関する満足度も高
く、３年間の学力向上
等の満足度も高くなっ
ている。充実した学習
活動が推進されてい
る。今後の課題は、よ
り一層の授業改善の取
組である。組織的に取
り組んで課題解決に努
めて欲しい。 

 アクティブ･ラー
ニングの視点に基づ
く授業への基本的な
取組を進め、生徒に
よる授業評価でも評
価が向上するなど、
一定の成果を得るこ
とができた。 
 今後は、教員個人
の取組から、教科単
位や学年単位での組
織的取組を推進する
ことが課題である。 

 アクティブ･ラ
ーニングの視点に
よる授業改善を教
科、学校全体で行
うために、県内外
の先進的な実践に
係る情報収集を行
い、研修を通し
て、共有を図る。 

２ 生徒指導・支援 

① 安全・安心な学校

生活に向けた生活

習慣の定着を図

る。 

② 部活動や生徒会活

動等を一層充実さ

せ、生徒の主体的

な行動の促進を図

るとともに、加入

率の向上を図る。 

① 日常生活のルー
ルやマナーの向
上と、時間にゆ
とりのある生活
の定着を図る。 

② 部活動に参加す
る生徒を増や
し、活動内容の
充実を図る。 

① 朝の 8:30 登校を目指
し、全校・学年集会等で
登下校の指導をする。 

② 部活動において質の高い
技術指導を提供すること
で上位を目指す生徒の意
欲を高める。また加入率
の向上につながる情報発
信をする。 

① 遅刻者数の統計が対前年
度比で減少したか。 

② 部活動において例年通り
に上位進出を果たす部が
あったか。また、対前年
度比で、加入率は増加し
たか。 

①昨年度に比べ13.5%遅刻者数が減少し
た。（H27 4,626人、H28 4,001人） 
②全国大会に進出した部が２部、関東
大会に進出した部が 4 部あり、例年並
みの上位進出数であった。部活動加入
率は横ばいであるが、定着率はやや改
善されたと見ている。 

①8:40 ぎりぎりの登校が多いので余裕を
持った登校を促したい。 
３年生の２学期後半からの遅刻の指導に
力を入れたい。 
②部活動加入率の向上には大会での実績
とともに底辺の拡大が必要であり、未経
験者でも継続可能な部活動のあり方を今
後も探る必要がある。また、入学時のオ
リエンテーションにとどまらず常に部活
動への勧誘を続け、そのための情報発信
を強める。 

 生徒の雰囲気が良い
方向に変化している。
基本的生活習慣の確
立、部活動での生徒の
活躍等、充実した学校
生活を送ることができ
る健全な学校づくりが
進んでいると言える。 
 

 遅刻者数の減少、
規範意識の向上な
ど、成果をあげるこ
とができた。部活動
参加者の定着率も改
善している。今後は
部活動加入率の一層
の向上を図り、生徒
活動の支援を進める
ことが課題である。 

 余裕を持って学
校生活を送るよう
生徒に指導し続
け、具体的な数値
目標等を設定して
遅刻の減少を図
る。 
 各部活動への教
員の指導･支援を
強化することで、
部活動参加者の定
着率を向上させ
る。 

３ 進路指導・支援 

１年次からの計画

的なキャリア教育を

進めることで、生徒

一人ひとりがより高

い意欲を持ち、進路

実現をめざすように

指導・支援を充実さ

せる。 

① 面談や進路ガイ
ダンスなどをと
おし、進路意識
の向上を図る。 

② １年次に「総合
的な学習の時
間」を中心に、
コミュニケーシ
ョン力の育成を
行う。 

① 進路ガイダンスや職業理
解ガイダンス、面談など
生徒一人ひとりに応じた
支援や情報の提供を行
う。 

② 「総合的な学習の時間」
に設定された、グループ
ワークや発表を計画的に
行う。 

① 生徒へのアンケートで、
進路ガイダンスなどが、
進路意識の向上につなが
ったという回答が増加し
たか。 

②「総合的な学習の時間」の
生徒の振り返りの中で、コミ
ュニケーション能力が向上し
たという回答が増加したか。 

①意識が向上したと答えた生徒は 85％
であった。 
②コミュニケーション能力が向上した
と答えた生徒は86％であった。 

①進路ガイダンスに参加する学校をさら
に開拓し、内容の充実を図る。また、保
護者対象の説明会では、学費についての
説明を加えるなどし、情報発信に努め
る。 
②コミュニケーション力がグループワー
クによって身についたと答えた生徒が多
かった。来年度も積極的に取り入れた
い。 

 今後はさらに、進路
情報の提供に関して組
織的な取組を推進し、
情報提供を充実させて
欲しい。それにより、
一層生徒と保護者の進
路に関するニーズに応
えていくようにして欲
しい。 

 生徒の進路に関す
る意識の向上では、
一定の成果が見られ
た。「総合的な学習
の時間」をさらに充
実させ、キャリア意
識の向上を図ってい
く。 

 若手を中心にし
た教員への研修等
をさらに充実さ
せ、生徒・保護者
への的確な進路情
報の提供を行う。
他校の実践例等を
研究し、キャリア
教育の組立の改善
を図る。 

４ 地域等との協働 

 

地域との様々な協

働を推進し、地域唯

一の高等学校とし

て、共に発展する学

校づくりを進める。 

地域から信頼さ
れる学校づくりを
推進し、生徒・教
職員が地域との協
働を一層推進す
る。 

地元自治体、町内会、学
校等の行事に生徒が参加・
協力し、地域との交流を一
層深める。交流後は効果測
定を行い、次回以降の協働
活動の参考とする。 

地域の諸行事に生徒・教職
員が参加して、地域と連携・
交流を深めることができたか
について、アンケート調査を
実施し、肯定的評価を得るこ
とができたか。 

区民祭りをはじめ地域行事に部活動
を中心に参加している。また地域の公
園清掃に委員会を中心に参加して交流
を深めた。地域行事等の参加率は 1,2
年生で 23.2％である。地域貢献に対す
る生徒の肯定的評価の数値は、つつじ
公園清掃が 78％、その他の行事が 90%
と高くなっている。 

地域行事等の参加についての課題とし
て、情報提供と日程の問題がある。これ
については、生徒への適切な情報提供方
法を工夫する。また、地域交流に対する
生徒の意識に課題があるので、意識を高
める方法を考える必要がある。地域の本
校に対する意見も聴取する必要がある。 

地域の小中学校とより
一層の連携を図り、教
育活動を充実したもの
にして欲しい。部活動
に入っていなくても、
地域などコミュニテイ
ーに関わることが人間
の成長に役立つので、
生徒への情報提供等の
働きかけを推進して欲
しい。 

地域こども会議の取
組やあいさつ運動
等、生徒が地域と関
わる機会が充実し
た。今後は地域連携
に関わる生徒をさら
に増やす取組が求め
られる。 

地域の諸活動・行
事に関する生徒へ
の情報提供の方法
を改善し、地域の
中で生き、地域に
貢献する意識の醸
成を図る。 



 

５ 
学校管理 
学校運営 

安全・安心な教育

環境の整備と教育活

動の充実・改善に努

め、事故のない、信

頼される学校づくり

を進める。  

安全・安心な教
育環境の整備と教
育活動の充実・改
善に努め、事故の
ない信頼される学
校づくりを進め
る。 

① 快適な学習環境維持のた
めの清掃活動を徹底し、
ごみの減量及び分別を徹
底する。 

②地域と連携した防災訓練
を実施し、防災への理解を
深める。 

① 清掃活動が活発に行わ
れ、生徒の意識の向上が
あったか。 

② 防災訓練が計画的に実施
され、生徒の防災の意識
の向上があったか。 

通常の清掃時及び文化祭などの行事に
おいて、ごみの分別を励行し、資源ごみ
の有効利用に努めた。一般廃棄物量は前
年度比９４％であった。 
防災教育では生徒全員が、ＤＩＧの

研修、シェイクアウト訓練を行った。
また、宮前消防署と協力し地域連携の
一環として中有馬保育園の園児が来校
し、地震体験・煙体験を行った。 

清掃の励行やごみの分別、減量のさら
なる徹底など、校内美化を一層推進して
いく。また、節電・節水の呼びかけも含
め、美化委員会活動の活性化につなげて
いきたい。 
来年度も、体験型の防災教育を地域と

連携して推進していきたい。 

 防災教育面で地域と
の連携をさらに充実さ
せ、高校生の防災面に
おける貢献の意識を、
より高めることが必要
である。 
 より良い学校環境づ
くりのためにより清
掃・節電・節水を今後
も推進して欲しい。 

 地域清掃への定期
的な参加が定着し、
地域からの評価を受
けた。今後は地域自
治会等との合同によ
る防災訓練等を企画
し、地域防災への貢
献に関する取組を充
実させる。 

 今までの防災教
育の課題を整理
し、さらに地域の
諸機関との連携を
推進する取組を行
っていく。清掃・
節電・節水等に関
する取組を生徒会
との連携により推
進する。 


